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生長素利用による栗の取木に就いて

一井隆夫・沢野 稔

The Use of Growth Substances.' for the Rooting of Chestnu主Layer

Takao 1cHII and Minoru SAW ANO 

東の品撞増殖は専ら接木によっているが，掃木或は取

=*が容易に出来るならば，品種の普及はー屑能率的とな

り，また同一系の優良砧木の繁殖も可能となる.このよ

うな目的で，最近スペイン，アメリカ等で栗の栄養繁殖

に関する研究が盛んに行われている.VIEITEZ， E6)く'55)

はマドリッドに於てスペイン種の栗を用い，最適状態で

は 14日で 85" ，100，6'の取木に成功している.

当教室に於ては以上の目的の他に栗の砧穂聞の関係を

;研究するため，昨年から揮木及び取木に就いて研究を進

めている.そして取木によって発混させることができた

ので，その結果を報告する.

本稿を草するに当り，実験中，終始御指導及び御鞭憶

を賜った桜井教授に厚く感謝する.

材料及び方法

取木に使用する母木は主に 4年生銀寄実生を用いたが

ー部2年生実生及び4年生銀寄接木樹をも使用した.実

験は兵庫県多紀郡篠山町兵庫皮科大学園芸教室闇場で行

った

1955年12月中句， 50cm位に短鼓した母木を通気良

4好な埴質壊土に，約15。位の角度で斜に伏せた.高取に

使用する場合は母木を垂直に植えた.

1 1羽95邸6年6月5日札，新梢治が:処理可能な程度〈平均直

-径2mm)に仲ぴた頃

インド-ル酪酸をラノリン 1gr当りに溶かして塗布し

(今後1，μ4インド一ル酪酸一ラノリンとR序Fぷ〉深さ5"，1叩0 

.心cmに土を寄せた.以上の処理を14株に行ったのである

が，同一株内の新梢にはインドール酪酸ーラノリンを塗

布したものと，しないものを任意に分けて，後者を対照

とした.上記の処理を行った時，土中深くから伸びた新

梢は基部〈処理部)が黄化し，地表近くから伸びていた

ものは緑色を呈していたが，その何れをも使用した.

次に8株にそれぞれ，基部を 0，0.6 及び1.0~6'イン

ドール路酸ーラノリ・ンを塗布した後，水苔で包み，更に

ポリエチレンでおおった.この場合には理土しなかっ

た.実験期間中湿気は充分保たれていた.

11 6月27日， 5株を使用し，(内2株は処理時，基部

が地表に出ていた.従って処理部は長い間光にあたって
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いたわけである.)前回と同様な方法で生長素ーラノリン

処理を行って埋土した.使用じた生長素はインドール略

酸の他に，インドール酢酸，ナフタレン酢酸である.対

照はラノリンのみとした.又，生長素の量を加減する意

味で切口を 1個与えてラノリンを塗ったもの及び2個の

切口にラノリンを約倍量与えたものとに分けた.

nr 7月10日 2年生実生4株を用い，校梢の基部に

切口を与えたもの3本，及び切口を与えないもの 11本に

1 'bインドール酪酸ーラノリン処理をした.

この他に 2株を選び 6月5日に処理して発根しなか

った校梢及び対照として未処理の校梢に切口を与え，そ

れぞれインドール酪酸処理をした.

lV 7月20日，梅雨があけた直後5株を選び切口を 2

個与え， 1"及び 274インドール酪酸ーラノリン処理を

した.内2株は処理部が地上であった.

次に高取として 2cm以上の巾に環状剥皮した部分に

上記のオーキシン処理を行い，水苔及びポリエチレンで

包んだ.処理した校梢の先端はその半数が生長を停止し

ていた.

V 6月13日， VIEITEZ句作5)は校梢に生長長ラノ

リンを塗布して，水苔で包み，それを埋土した場合はそう

でない高取に比して遥かに効果的であると述べている.

その追試の意味で，基部に切口を与えないで1'bインド

ール酪酸ーラノリン処理し水苔，ポリエチレンで包んで

埋土したものと，理土しない高取の場合とを比較した.

高取には l~b インドール酪酸， 0.9'bインドール酪酸+

0.196' 2，ιD，及び 0.7，Gインドール酪酸+0.3，Gナフ

タレン酢酸をラノリンに溶かして用い 1cm位に環状

主H皮を行った校梢及び全く剥皮をしない枝梢にそれぞれ

塗布した.

VI 6月25日， 4年生銀寄の新梢に194インドール酪

酸+0.1，G2，ιDーラノリン処理して，水苔及ぴポリエチ

レンで包み，栽培品種に就いての高取の効果を観察した.

環状剥皮を行わないものと 1及び 2cmの巾に剥皮した

ものとをもうけた.

尚，処理後20日に発根の有無を調査し， 1 及。~II に

於てはその時に於ける技術の地上の長さ，lVは処理部か

らの校梢の長さを測りs発根との関係を調べた.
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Table 1. • Rooting percentages. of thelayer treated with 10 mg. . 
r-indole butyric acid per g. lanolin 

Condition of 
the treated 

bases of shoot 

「百五百五日f-丁一;両両面
Numbぽ ~h~~t-;~ot;d pe~~;~t;ges 

Treatment I of shootl ~，.vuv .uuvv~一ーと Iー←一一一

treated 120 days 1 35 days 1 20says 1 35 days 

Etiolated 
11 O 。 。

Lanolin-lBA 同t 22 16 16 72 

Not etiolated 1_ Lanolin 14 。 。 。
Lanolin-IBA 28 11 14 39 

骨 r-indole-butyricacid. 

Table 2. Relation between the length of shoot above the soil 
surface and the coη'esponding rooting percentages 

。
72 

。
50 

て型竺~15而o 25 30 35 40 4f示…一
一民JF両日両百而百i32112113 -1-1 25 

一極耐叫 treat叫 wi白 13576 5 6 9 3 4 1 1 

No. of shoot rooted 2 2 3 23  3 7 2 2 0 1 I ~ 

n>7-40 67-50-0-ioo'ー←-
Rnotingpercentages amonz|}4333ω5078 '-一戸---.:， 1 54 . 0 
the shoot treated with 1BA I • ~U uu  vu  VV  'U  

I 50 56 

Table 3. Rooting percentages of marcot treated with 
r-indole butyric acid 

ι?¥¥ 
No.of No.of l leRrcoeontitnag ges branch branch rooted I p 

Lanolin 3 。 。
6mg.jg.lBA 3 。 。

10mg.jg.lBA 3 。 O 

Table 4.' Rooting percentages of the 1ayer treated with 
growth substances骨

Tr¥e九at¥.¥¥¥~Doseof No.of shoot1|-N0.of shoot peRroceontitnag ges 
lanolin treated rooted 

lBA 
1 6 

75 2 6 

1AA+ 1 6 
17 2 6 

NAA廿 1 6 
25 2 6 

Lanolin 1 6 
O 2 6 

働 Concentrationof each growth substances: 10 mg. per g. lanolin 
+ s-indole acetic acid 
サj-a-naphthalene acetic acid 
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実験結果

工 調査した6本の中1本は処:

理後 16日で発根していた.処理F

後 20日目及び 35日目の発根状

況を校梢の基部が黄化していたも

の及びそうでなかったものに就い・

て見ると第1表の通りである.

処理後 35日目の黄化及び緑色

の基部に於ける発根率の差はが-

testの結果 574水準で有意であー

った.

20臼自に於ける発根の有無と枚:

梢の長さとの関係は第2表の如く

である.

x2-testの結果，校梢の長さによー

って発根率が呉るとはいえない.

高取に於ける発根は全く見られ

なかったこと，第B表の如くであ，

る.

E 生長素による発根率を切口・

の数，すなわちラノリンの量に関

して処理毎に調べたのが第4表で:

ある.

ラノリンの用量によって差があ‘

るとは思えないが，IBA及びNAA

処理による発根率の差はが-tesじ

により 5~~ 水準で有意である.す

なわち使用した生長素の中で，イ

ンドール酪酸による効果は顕著でも

あった.

用いた校梢の長さが発根率に関

係があるか否かに就いては第5麦

、の通りである.

すなわち発根率は校梢の長さに‘

無関係のように忠われる.

次に6月5日処理の時，基部の・

賞化していた校梢の方が発根率が

良好であったので，処理の時に，

基部が地上にあって光にさらさ札

ていたもの及び必ずしむ黄化して

いるものばかりではないが，かな

りの期間地中にあった校梢に就い

て発根率の差を調べた結果は第6.

表のようである.
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発根率 44.4~6'及び 33.3~6'に

就いてが-testした結果，両者の

聞に有意差は認められなかった.

すなわち処理前に処理部が地表に

でていて光にさらされていたから

といって発根率が不良であるとは

いえない.

処理後 20日目の調査の時にイ

ンドール酪酸処理による発根は実

験Iに於ける場合よりも根量及び

根長はともに大であった.又，根

量及び根長はインドール酪酸処理

による場合が他の生長素を用いた

場合よりも大きいように思った.

E この実験は2年生実生の基

部から出た新梢に盛土して生長素

処理の前に切口を与えるか否かに

より，発根率に差異が認められる

かどうかを確める目的で行った.

4株を用い，内 3株は基部品:黄化

していた.その結果は第7表の通

りである.

すなわち切口を与えなくとも発

根率は変らないようである.

次に最初処理して発根するに至

らなかったものも再処理すれば発

根するかどうか確める為に 6月

5日処理して未発根の校梢5本を

選び，切口を与えて 1~~ インドー

ル酪酸ーラノリンによる再処理を

行った.その株内の校trlに対し，

一回処理と再処理の発根率を比較

してみたのが第8表である.

すなわち 1回の処理で発根しな

かったものも再処理によって発根

し得る.

IV 発根率は第 9表の如くで

ある.尚 1校梢当りのラノリン使

用量は，枝梢の大さによってカゆえ

したが 150mg内外つきあった.

処理後 20日目に於ける発根率

を処理時の基部の状態に就いてみ

ると，地下部にあった場合が 90;，6'

で，地上に出ていた場合が 30;，6'で

農 学 踊

Table 5. Relation between the length of shoot above the soil 
surface and the corresponding rooting percentages 

可竺ff空;10152025303540455055 Total 

No.of日hoottreated 2 O 2 3 2 1 1 11 with lanolin 
No. of shoot treated 2 3 2 2 1 1 1 12 with lBA 
No. of shoot treated 1 。1 2 4 1 2 O 。1 12 with 1AA 
FN0.0f shoot treated 

1 2 。1 2 2 2 10 with NAA 
Total no. of shoot 

treated with 2 4 4 5 8 4 5 1 。1 34 
growth substance 

No. of shoot rooted 2 2 2 2 2 2 1 13 

Rooting percentges o 50 40 100 - 。
among the shoot 

'--，戸 50 40 25 50 ー一「一一〆 38.2 treated with 
growth substance. 33 43 

Table 6. Rooting percentages of the layer， of which the 
treated portion was covered with soil or not at the 
time of treatment 

よii十 ¥Treat
No. of shoot No. of shoot Rooting 

rooted percentages 

Covered with IBA 6 5 
soil at the IAA 6 1 1873 44.4 
time of NAA 6 2 
treatment Lanolin 6 O 。。

IBA 6 4 

Not covered 
IAA 6 1 
NAA 6 1 17 
Lanolin 6 。 。。

Table 7. Rooting percentages of the layer treated with 10 mg./g. 
r-indole butyric acid by wounding or not the bases of the shoot 

~ase of tly.e I No.of I -'-'r~~tëd peRroceotnitnag ges 
Wounding I shoot at the 

time of treat.shoot 13days 20days 13 days I 20 days 

Not co，，:~red 3 1 Wound. ~ïth ~;oir~~ 3 1 3 33 100 

|1Not covered 2 12  
No wound. i ~ïth ~~ù 50 100 

No wo吋 57 100 

Table 8. Comparative rooting percentages of the layer which 
was treated with 10 mg./g. r-indole butyri巴 acidand the 

retreated layer which fai!ed rooting by the firs七treatment

No.of No. of shoot treat. Rooting. percentages 
Treat. 

日hooむ 13 days 20days 13 days 20days 

Treat. with lBA 4 2 3 50 75 

Retreat. with lBA 5 1 4 20 80 
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Table 9. Rooting percentages of the layer .treated with r-indole butyric acid 

Covering Co~c. of rSA I No…;二;半ttト-zr;立
Covered with 
soil at the 

time of tr伺 t.

Not covered 

Table 10. Relation between the length of shoot and the corresponding rooting 
percentages 

二E二E二面二五二百二一抽一一出E一E~岡晋ー田百ー百~W日ー曲ーE。ーEo-「v田U直d面')120 担 割 出 40 45 回 出 曲 伍 70 75 Total 

-Ro.hiclib  1 021  2 0 0 1 10 ~ith v~oil";t"th~ ìì~'~'~ft;~aì:"" WY~L~U 1 1 1 1 0 2 1 2 0 0 

N'0. of shoot of which'.~base was not 1 1 1 2 2 。 。 。 。 2 l 10 covered 

Total no. of shoo色tr芭ated 1 2 2 8 8 。 2 1 2 2 1 1 20 

No. of shoot rooted 1 l' 1 2 1 。 1 1 1 。 。 1 10 

Rooting percentages 」-6v7-d  」-6v0-J '33 h-「6F7-J 、ー2、p5-J 、----'
50.0 50 

ある..xCtest の結果，その差は 1~話水準で有意であっ

fこ.

又，発根率と校梢の長さとの関係は第 10表の如くで

ある.枝梢の長さと発根率との聞に関係があるようには

思えない.

次に根数及び最大根長が校梢の長さ或は生長素の量に

よって異るかどうかを図示したのが第1図である.
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'，Fig 1. Relation between the root numbers 

， and the maximum root length， and 
‘the Iength of Iayer or the amounts 
of applied r-indole butyric acid 
o : 10 mg. IBA，ム:12mg. IBA， 

; Numerals: length of shoot (cm.) 

個体数が少いので断定はできないが，ォーキシンの量

、によっても，枝梢の長さによっても根数及び最大根の長

さに影響があるとは思えない.

尚，調査時，先端の生長の停止していたもの 9個，生

長が続いているもの 11個であったが，発根率がそれに

よって変っている傾向は認められなかった.

次に6月初句に行った高取と対比してみる目的で，行

った結果は次の通である.(第11表〉尚調査時(処理後

20日〉に枝梢は殆んど先端の生長を止めていたL 環状

剥皮した部分がカルスで連っていたものが3個あった.

Table 11. Rooting Percentages of the marcot 
tr回，tedwith r-indole butyric scid 

No. of shoo七
peRrc函enEti雇ages Conc.of No.of rooted 

IBA shoo色 20days 30days 20days 30days 

10mg.jg. 6 1 1 17 17 

12mg.jg. 6 1 1 17 17 

すなわち， 6月13日処理した場合の発根率33μ〈第四

表の環状剥皮した場合の発根率〉と:;cLtestの結果有意

差は認められないが，個体数が少いので発根率に処理の

時期による差がないとはいえない.理土した場合に較べ

ると明かに発根率は低くなっている.(第 9表〉

V 発根率を理土しfこ場合とそうでない場合に就いて

みた.のが第 12表である.
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Table 12. Rooting percentages of marcotting and 'layering treated 

Method of No.of 
No. of shoot rooted Rooting percentages 

propagation Treat. Portion treated 
shoot 19days 35days I 19 days I 35 days 

IBA Rin点foe: I-，! l-g-T~~-I--g-!----5g 
4 0 0 0 0 

Marcotting 

IBA+2，4-D :-Ri~~d--- l----!-I---õ--l-----T---I--2g--.--r~-2g-
Not 4 0 1 0 0 

IBA+NAA 一--R:I亘N亙O己t正一一一 て!-I--r-I-----r-i-2g----l---2g 

LaI10V 11.nRIE、Nl-手oetd44||  |O0O  0O0O  0 

i WOB吋吋 ' 4 | 2 6 |1 76 | 1 1帥Layering 

即ち高取の場合の発根率は明らかに不良である.

高取の場合，環状剥皮したものとしないものとの発根

率は 33~G 及び 8JG (処理後 35日日〉である

VI 発根の有無を 56日後に調査した結果は第 13表

の通りである.(処理後15日目調査の時は発根せず，そ

の時から枝葉は枯れ始めていたものがあった.)

今までの実験の中で，時期別に発根率を一括したのが

第 14表である.

処理後 30~35 日目に於ける各時期の平均発根率は

が-testの結果有意差は見られなかった.

次に用いた枝梢の長さと発根率との関係を各時期に就

Table 13. Rooting percentages of the 
marcot treated 

Width of No.of No.of NO.of 

peRrcoeontitnag ges rmg. branch branch branch 
dead rooted 

No. ring. 3 。 。
lcm. ring. 3 2 1 33 

2cm. ring. 2 1 。 。
いて調査したものを一括したのが第 15表である. 但

し 7月 20日処理のものは，処理部から上の高さを測

っているので，地中にある長さを平均 5cmとして，測

定値から 5cm差百|し、たものを地表上の枝梢の長さとし

Tこ.

Table 14. Rooting percentages of the layer treated with r-indole butyric acid between 
early June and late July 

Result No.of R. ~G after 20 days R. '}G after 30-35 days 
Rferporm odutchee d Dat泡 oftreat. obtained shoot mean mean Table 

Best 22 72 72 
June， 5 th 54 60 I 

Poor 28 39 50 

Best 6 83 83 
June， 27th 75 75 IV 

Poor 6 67 67 

Best 10 

80 

90 
July， 20 th 50 60 IX 

Poor 10 20 30 

Table 15. Relation between the length of shoot and the corresponding rooting percentages 

Le:lgth of shoot 
(cm.) 5 10 ]5 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 1 Total 

No.of shoot 3 7 12 12 12 17 16 8 7 2 4 2 1 1 1 104 

N0.rooof t疋sdhoot|1M凸
2 6' -5-' 6 7 10 4 4 1 2 。。、'1

1 50 

peRrc而en
函ta正ges | 

| 

4ー0「F.-0J 50.0 41.5 50.0 41.2 62.5 50.0 57.1' 40.0 48.1 
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x2-testの結果，各校梢の長さに対する発根率の聞に

有意去は認められなかった.すなわち校楠の長さが発根

率に影響を与えるということはいえない.

第 12表及び 13表より環状剥皮した枝梢としない枝

折!との聞の発根率に就いてまとめたのが第四表である.

Table 16. Rooting percntages of the marcot 
of which bases were ringed or not 
ringed 

Treat. No. of . No. of branch' __~，ot!ll?" 
br.anch rooted percdnta畠倒

Ring. 

Not 

17 

15 

5 

1 

29.4 

6.7 

その差は xCtest の結果 1~G 水準で有意である.

考裏

Horticultural Abstract'，町こよると， VIEITEZは'52

年からインク病(Ph百ω'phthoracambivora)に対する抵

抗性砧木の繁殖の目的で，栗の栄養繁殖の研究を行って

いる.'55年には 1年生の枝梢に 3"，4cmの巾で生長素

をラノリンに溶かしたものを塗布し，水苔で包んで理土

することによって次のような結果を得ている. (1)発根

は樹勢のよい直立した校梢が良好であって，たとえば14

日で 85-100μ の発根を見た. (2)時期は5月下匂から

6月上旬がよい. (3) 2，4ディクロロフエノキシ酪酸，

Fig. 2. Rooted layers， 35 days after 
treatment with lBA (July， 10 th) 
1. not treated with lBA 
2，3. tr伺 ted

1防

或はインドール酪酸に 2，4-D及びその誘導体を加えた

もので好結果を得ている.当教室で行ったこの試験は予

備試験であって，更に今後の実験を倹たないと断定的な

ことはいえないが， VIEITEZの実験結果と対比しながら

先ず枝梢の勢と発根との関係及び取木の時期に就いて考

察を進めてみよう.技村1の勢をその長さによって代表し

た場合，長さと発根率との聞には，時期毎に(第 2，7 

及び 10表)，或は時期をまとめて比較した場合(第 15

表)にぜ関係を認めることができなかった.校中南の勢と

発恨量との関係は 7月 20日処理のものに就いて調べた

に過ぎないが，発根数及び最大根長と校長左の聞に一定

の傾向は見られない. (第l図)(発根量に関しては更に

調査をしなければならない.)枝梢の勢に発根が影響さ

れるという VIEITEZの実験と趣を異にしている.

第2図は6月5日，インドール酪酸処理によって発根

した処理後 35日目のものである.第3図は発根の状態

を見易くする為に，その基部を拡大して撮ったものであ

る.根の出方は切口の周囲及びその上側から出て，主と

して潜芽の下部にー列に並んでいる.

高取の場合，環状剥皮をすればその上から発根するの

が普通であるが，中には 1本， 1ftU皮された下部から出て

いたものもあった.その時には下部にかなりの菜があっ

て，更に基部が環状剥皮されていたのである.

第二に発根に関しで取木の時期であるが，第 14表に

よると 6月下旬処理のものが概して発根率は良好のよう

Fig. 3. Behaviour of rooting， enlarge-
ment of Fig. 2. 



XII， 1956 農

であるが，有意差は認られなかった しかも T月 20日

処理の場合，発根~f1z);低くなっているのは，処理の際に

基部が露出していたものの発根率が異常に不良な為であ

って，これはかなり処理部が上の方にあった為，相当高

く土盛りし，その結果8月初句の高温乾燥の影響を強く

受けたことが大きな原因であると考えられる.取扱った

数も少いので発根の適期に就いては何ともいえない.し

かし，発根までの期間はある範囲では温度が高くなる程

短縮されるようである.たとえば6月5日処理のものは

16日目に 6本調査した中で 1本しか発根していなかっ

たのに対して， 7月10日処理のものは13日目で既に 12

本の内半数は発根していた. (第T表〉高温が根源体の

形成を促し，従って発根を促進することは藤井8)'55が

プドーの挿木でみている.しかし栗に於てこれが温度の

みによる影響であるか，枝問のいわゆる熟度にも関係し

ているのかは不明である.又，発根室も後期程多いよう

に観察されたが， 7月20日処理したのは8月初めの高温

乾燥の為，多く根端の生長がとまり，太くなってその障

害が見られた.VIEITEZによれば取木の最適時期の下限

は6月上匂となっているが，本実験では6月初句以降，

発根率は低下しているようには考えられない.その相違

は気候的には 7，8月に於けるマドリッドの罫雨が原因

かも知れないし，今年は当地に於いて梅雨はT月 15日

頃まで続き，その後更に雷雨による水分に恵まれて 7月

中発根に好適の湿度が与えられたことも看過できないと

思われる.

第1表によると基部が責化していた方が発根率は良好

である. GARDNER2 • 9Jl40 がリンゴの取木に黄化処理を

行って成功して以来，発根し難いものの取木にこれが用

いられ，クルミ，和梨等で成功を収めている的. しかし，

6月 27日処理のもので黄化していない場合にもかなり

の発根を見ているので，栗ではインドール酪酸を使用す

れば黄化は必しも発根の前提条件とはならないと考えら

れる.(第4表〉

第4表の品く，栗の発根に IBAが最も効果があるこ

とは既に VIEITEZ4)'53その他5)によって知られている.

一般に揮木の発根に IBAが良好とされる所以はその化

学的安定性，移動性が少いということ及び適用濃度の範

囲が広いという特質に基いている (AUDUSll '53) 

V AN RAALTE6) '54は Ageratumの葉柄の発根に IAA

を用いた場合は，インドールの添加によっ℃その率を高

めるのに対し， NAAではその添加によっても発根率に

変化が認めJられない所から， 1AA-oxidaseの作用カを

とりあげている.栗の場合， IBAが oxidaseの作用を

受けることが少く，その為に発根率がいし、のかどうか確

めていないが，恐らくもっと複雑な機構によるものであ

学 苛
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ろう.

次に処理の方法であるが，生長素ーラノリンを塗布す

る前に，必しも切り込みを入れて傷口をつくる必要はな

いようである.く第7表〉そして生長素の畳はラノリン

1 9r当り 10mg 位を VIEITEZ が述べているように 3~

4cmの巾に塗布すれば良いと考えられる.水苔は通気，

保湿の上から用いる方が良好であろうが，そうでない場

合との発根に対する差異は見ていない.

高取に関しては VIEITEZ" '53は環状剥皮を行ってい

ないようであるが，本実験では剥皮じた方が良好であっ

た.く第16表)その巾は剥皮後のカルスによる連絡を防

ぎ，剥皮による害作用をも考え併せて 2cm前後が適当

と思われる. 6月13日 1cmの巾に剥皮した場合は 2。
日目に発根していなかったものの殆んどはカルスの連産径

が行われていた.

6月5日， 13日及び7月 20日処理は高取と横伏して

理土したものを併せて行ったのであるが，何れの時期で

も高取の成績は不良である. (第 1，3， 9， 11及び 12:

表〉母木は同じものを使用したので，その相違のよって

来る所は温度或は温度変化，光，及び校梢の部位による差

等であろうが，その何れが決定的な原因であったかは明

かでない.通気に就いては空気の流通はポリエチレンで

可能であるし， 6月13日処理の時は埋土したものにもポ

リエチレンを用いているので先ず考えられないと思う.

光が発根に阻害的に働くことは DORFMULER10)'38カζ

Tradescantiαの取木で示している.光と発根に関して

WENTは光は間接的に生長素を生産することによって，

発根を助けるが，直接的には根原器の形成を妨げること

によって発根を阻害すると述べている叩.

要するに発根は適当な温度の下で，湿度及び通気が良

好であれば一定期間内(本実験の範囲では架は 20日{立

と考えられる〉に発根ずるに至る.例えば第 12表の如;

く取扱った数が少いが，水苔を用いた場合100!?b発根し

た.高取と埋土した場合との相違もその大部分を環境の

差異に起因するものと考えられると思う.そしてその何

れかの条件が欠けた場合，根形成は起らない.これは再ー

処理によって容易に発根することからも裏付けられると

思う. (第8表〉

しかし，その他に本実験では確めることはできなかっ

たが，母木の年生或は校梢の発育度というような校の生

理的状態が発根の限定要因になることも容易に考えられ

る.母木の年数が経つに従ってその新梢の発根率も低下

することは GARDNER2)'29その他によって一般に知ら

れている事実である.本実験に於ても 2年生実生を用い・

た場合，発根率は 100!?bであった.く第7表〉

VIEITEZが好成績を収めた所以は，適切な生長促進P伽
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質を選ぴ，7./(苔を用い，理土することによって発根に好

適な環境状件を作ったということによると考えられるが

14日で 85""，，100%発根せしめたことは更にスペイン極

と日本種の発根カの差をも意味しているように思われ

る.SOLIGNA由 '52は盛土法で枝梢の基部を針金でしば

って発根させたが，発根率はスペイン題，日本種及び文

那種のIi国序であると述べている.

摘要

1. 取木母木に主として4年生銀寄実生を用い，前年

:12月，移植した母木から本年出た新梢に， 6月初句より

7月下句にわたって取木実験を行った.

2. 使用した生長素は主にインドール酪酸(ラノリン

:1g当り 10mg)である.

3. 普通の取木の場合は基部に切口を与えてラノリン

を塗布し，埋土した.高取は環状剥皮したもの及びしな

いものにラノリンを塗り，その上を水苔及びポリエチレ

ンで包んだ. 

.4. 埋土した場合は発根率は良好であって，処理後20

日で 80~" 内外の発根が得られた.

5. その時，枝梢の仲長度と発根率との聞には各時期

ともに関係が認められなかった.

6. 取木の最適期は今後の研究によらねばならないが

，本実験では時期による発根率の差は見られなかった.し

・かし後に処理したもの程，発根までの期間は短縮され，

従ってプ定期間中の発根量も多いように観察された.発

・4艮期聞が8月初めの高温乾燥期にかかったものは，その『

将害が見受けられた.

7. インドール酪酸を用いた場合は，処理部が黄化さ

オ1ていることは必ずしも必要としないようである.

8. 埋土した場合は僅かながらインドール酢酸及びナ

フタレン酢酸によっても発根した.

9. 未発根に終ったものも再処理によって発根せしめ

一得ることを認めた.

10.高取の場合は環状剥皮した方が効果的で，大体

:2cm位の巾が適当と思われた.理土した場合は切口を

与えなくとも差支えないようである.

〈果樹園芸学講座，昭 31.8.31.受理〉

引 用文献

1) AUDUS， L. J.: Plant growth substan巴es.
London， '53. 

168 

2) GARNER， R. T.: Propagation by cutting and 
layering. A. R. East Malling Res. Stat.， '44. 

3) ~ Hort. Abstr. 22， '52. 
4) Ho此.Abstr. 23，包3.
5) Hort. Abstr. 24， '54. 
6) Hort. Abstr. 25， '55. 
7) Hort. Abstr. 26， '56. 
8) 藤井健雄葡萄挿木の根源体分化過程について.

同雑 24，'55. 
9) 藤井俊雄:砧木繁?i1i.上の 2，3の問題.闘芸技術

新説， '55. 
10) SODING， H.: Die Wuchsstofflehre. Stuttgart， 

'52. 

Summary 

Four years old seedlings of the Japanese ches-

tnut“Gin-yose" were used chiefly for the layerage 
expriments applying some growth promoting sub-
stances. 

During 1955-'56， these preliminary experiments 
were carried out in ，the field of Hyogo University 
of Agriculture， Sasayamacho， Takigun， Hyogo pre-
fecture. 

In the wintei-' of 1955， the seedlings as the mother 
stocks were cut short to about a foot and a half and 
were planted in rows spacing a foot. For th巴 pur-
poses of getting more sprouts and ample spaces 
for them， a special care has been taken to plan七
some of them slantingly keeping an angle of about 

150 and others were planted normally erect. 
To every basal part of the new sprout酒 which

have arisen from the mother stocks， a slight wound 
was made and a dose of lanolin p;田 teof 10 mg./g. 

r-indole butyric aciq or other growth substances 
were applied and covered with earth. 

Such treatment has been done from early June 
till the end of July. Further a few marcotting 
experiments have been also carried out upon the 
branches of the first year growth， ringing the gir-
ths of 1-2 cm wide and applying with some growth 
substan巴河諮問巴h，as a-naphthalene acetic acid， s-
indole acetic acid， 2， 4-dichlorophenoxy aceti巴 acid

and r-indole butyri巴 acid. Then they were embed-
ded by damp sphagnum mosses， and wrapped up 
with sheets of polyethylene. 

By the layerage， fairly 80 percent of those tre泡b
ed have rooted in 20 days， but only a few of those 
by marcots have rooted. But the authors can 
assert tha色 theringing of the girth of 2 cm wide 
with lanolin paste would induce more rooting than 
those of no ringing by their few experiments. 

There was no correlation 'between the length ~f 
shoots and the percentages of those rooted. 




